事務連絡

平成20年2月10日

千葉ブロック

　越境入部に対する考え方　
平成20年1月19日付け関東連盟の規定細則第3条、ならびに第5条の改正を受けて、千葉ブロックとしては、今年度以下の方針で対応します。
（今年度の方針）
1． 昨年立ち上げた“千葉ブロックバンダリー問題アンケート調査委員会”が平成19年7月8日にまとめ、後にブロック方針とした「アンケート結果所感」にて対応する。
　　　　【アンケート結果所感：抜粋】　<全文は別紙-1参照>
●バンダリー以外の子が入部を希望して来たらブロック規定、バンダリーについて説明し、即刻該当チームの事務局長に第一報を入れる

●一報入れる前に入部手続きや練習に参加させない

●入部説明文や、ホームページにバンダリーとブロックの規約を載せる

●他チームのバンダリーで、シニア杯などに呼ぶことも含めて選手募集を行わない
（越境入部に対する基本的考え方）
２．　越境入部に対する基本的考え方は、関東連盟規定細則第3条、第5条並びに、千葉ブロック規約第9条をまず遵守することにある。

【千葉ブロック規約第９条】

　　　他チームの管轄地区から入会の申し込みがあった場合は、活動本拠地について説明の上、当該管轄チームへの入会を勧めなければならない。ただし、選手の事情によりやむを得ない理由がある場合は、当該チームの事務局長を通じ会長の許可を文書で得た後、その旨ブロック長へ文書にて報告のこと。
また、子供たちが自分の希望するチームに入れるように配慮することも基本的な考えの

一つである。

（具体な行動指針）

３． ・ 他チームの活動本拠地で、シニア杯などに呼ぶことも含めて選手募集を行わない
　　 ・ 入部説明文やホームページに、千葉ブロック規約第9条の趣旨を掲載する

・ 他チームの活動本拠地の子が入部を希望してきたら、千葉ブロック規約について説明し、すぐに該当チームの事務局長に第一報をいれる

・その前に入部手続きを進めてはならない

　　 ・それでも入部の意思が固い場合は、その旨連絡し早い時期にブロック所定の用紙で該当チームの承諾をもらうこと

（当該チームの承諾）
4． ・連絡を受けた本拠地のチームは、そのチームが上述の具体な行動指針に基づいて行動していると　　

考えられる場合は、越境入部を基本的に認めるものとする
・そのチームが上述の具体な行動指針に従ってないと考えられるときは、ブロック役員に報告する
ものとし、役員と協議の上、越境入部を認めないこともある
　　　－　以上　－
別紙-1

【アンケート結果所感】

・トラブルがないチームが７６％と圧倒的に多い

・チーム間のトラブルは5組のチーム間に限られており、そこが解決すれば今のルールで問題は起きないはずである

・今後の方向性について、今まで通りの千葉ブロックのやり方でよいが６０％、バンダリーフリー又は規定を守ったうえで越境を認めるチームが４０％と拮抗しているが、今のブロックのやり方を支持するチームがやや多いのが現状である

・規約の尊重を多くのチームがあげている

・裏を返せば、千葉ブロックで定めた規約をほとんど全てのチームが支持しているといえる

・その他に書かれている現実的な個別の問題点を今後検討しながら、各チームが規約を尊重して選手のために良識ある行動をとれば、問題はほとんど起こらないと考えてよいのではないか。

・以下の例のように越境入部が認められない場合の例を示したほうが、はっきりして判りやすいと考えられる

　　　　　　
例）●バンダリー以外の子が入部を希望して来たらブロック規定、バンダリーについて説明し、即刻該当チームの事務局長に第一報を入れる

　　　　　●一報入れる前に入部手続きや練習に参加させない

　　　　　●入部説明文や、ホームページにバンダリーとブロックの規約を載せる

　　　　　●他チームのバンダリーで、シニア杯などに呼ぶことも含めて選手募集を行わない
・絶対認めないという1,2のチームを除いて、ブロックとしては、規則違反として越境入部が認められない場合を示すことで、逆に規定に基づいてやむを得ず越境入部させたいチームは、その対応が常識的であれば,ほとんどの越境入部が理解を得られるのではないかと考える

